
第６７回 横浜市港湾審議会

１ 横浜港港湾計画の軽易な変更

２ 横浜港臨港地区内の分区の変更

３ 令和元年度港湾環境整備負担金

の負担対象工事の指定

〔議題〕
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【議題１】

横浜港港湾計画の軽易な変更
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【議題２】

横浜港臨港地区内の分区の変更
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諮問書（写）
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諮問書（写）
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港湾計画の変更（軽易な変更、分区変更）

軽易な変更の案件

○金沢地区

・港湾環境整備施設の位置付け（緑地 13.0ha→緑地 20.5ha）

○神奈川地区・鶴見地区

・土地利用計画の変更（港湾関連用地→工業用地）

○神奈川地区・鶴見地区

・臨港地区の分区変更（商港区→工業港区）

分区変更の案件



神奈川地区

内港地区

大黒ふ頭地区

南本牧ふ頭地区

本牧地区

磯子地区

山下ふ頭地区

（出田町地区）

（山内地区）

（瑞穂ふ頭地区）
（大さん橋ふ頭地区）

（新港ふ頭地区）

（中央地区）

新本牧ふ頭地区

横浜港港湾計画（軽易な変更）の位置図

鶴見地区
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金沢地区

土地利用計画の変更
（港湾関連用地→工業用地）
※臨港地区分区変更を併せて実施

（商港区→工業港区）

港湾環境整備施設の位置付け
（緑地 13.0ha→緑地 20.5ha）

凡例
計画変更箇所



【金沢地区】計画変更の内容
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内港地区

大黒ふ頭地区

南本牧ふ頭地区

本牧地区

磯子地区

山下ふ頭地区

（出田町地区）

（山内地区）

（瑞穂ふ頭地区）
（大さん橋ふ頭地区）

（新港ふ頭地区）

（中央地区）

新本牧ふ頭地区

金沢地区

水際線等緑地7.5ha
（今回計画）



東京

千葉

９日（月）６時推定

横浜

台風15号経路

９日（月）４時推定

９日（月）３時推定

９日（月）１時推定

台風15号

9月9日 3時20分頃最接近
平均風速 22.2m/s
最大瞬間風速 41.8m/s
気圧 965.6hpa
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柵消失

トイレ床上浸水、排水詰まり

上部工
約600m倒壊

土砂堆積

陥没２か所（各3×3m程度）

人孔周辺陥没

陥没（約10×10m）
護岸の傾き

陥没

へリポートフェンス倒壊・一部消失

トイレ 内装・外装被害大

大規模陥没（約10×5m）
（人孔がずれ、海水を確認できる）

→カラーコーンを応急設置

陥没

※倒壊延長は目測

陥没

陥没

護岸の傾き

2019/9/9時点

人孔ズレ

陥没

小柴貯油施設
跡地公園

小柴貯油施設
跡地公園

約1,300m

上部工
約230m倒壊

約400m

護岸の被災状況（範囲）
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護岸の被災状況

10



・護岸の仮復旧
→福浦地区は9月18日完了
→幸浦地区は9月23日完了

港湾局の応急対応
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東京

千葉

横浜

台風19号経路

台風19号

10月12日 20時40分頃最接近
平均風速 23.0m/s
最大瞬間風速 43.8m/s
気圧 961.6hpa

12日（土）19時推定

12日（土）21時推定
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金沢区福浦・幸浦における台風19号の浸水対策

○台風15号により護岸上部が損壊したため、大型土のうを設置し応急復旧を実施

○台風19号により土のう積みが一部崩壊したものの、三列に配置していたことで

浸水被害を防止

, , 

第一ライン

第二ライン

第三ライン

本市設置の大型土のう事業所設置の土のう

13



14

越波の状況（台風19号）
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越波の状況（台風19号）



土のうによる浸水被害の防止
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仮復旧について

大型土のう（砕石、耐候性）

緑地帯 歩道 車道

大型土のう （耐候性）

ネットによる一体化

○本復旧までの間、万全を期すために、土のうの袋を耐候性に、中身を砕石に変更、ネットで

一体化し更に増強。また、立入りを防止するためガードフェンスを設置。

ガードフェンス（H=1.8m）

ガードフェンスの設置
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台風15号を踏まえた護岸復旧等の検討について
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■東京湾における高波対策検討委員会（国）
・設計波の見直し・護岸の設計手法の検討

■横浜港護岸復旧工法検討会（横浜市）
・復旧断面の設計・工法の検討連携

〇合同会議（10月8日）での見解として、強風と急激な風向きの変化により、二方向からの波

（重複波）が発生し、護岸から戻る波と重なり合い、高波（概ね10m程度）が生じたと推定

〇国の委員会（11月25日）で新たな設計波の考え方が示され、これを受け、市の検討会

（11月26日）で福浦地区の護岸復旧方針を取りまとめ。

〇令和2年の台風シーズン前までに直立消波ブロック設置、既設パラペットの嵩上げ等を

概成できるよう取り組む。

〇本牧等その他の地区についても、今回の検討を踏まえ、対応を進める。

○国と横浜市で各々委員会を設置
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福浦地区（消波ブロックのない区間）復旧断面
直立消波ブロック

直立消波ブロック護岸（イメージ図） 対象護岸 約1,100m

天端高 標高 +6.4m

満潮位 標高 +0.9m

干潮位 標高 -1.1m



【今回計画】水際線緑地・ヘリポート緑地等について

○今回計画の緑地は約７．５ｈａであり、休息緑地・修景緑地として、周辺事業者や市民の憩いの場と

なっている。

○臨港地区外であるが、これらの緑地を港湾計画に位置付け、今後起こりうる最大級の高波に耐えら

れる護岸の整備を行う。

南側水際線緑地
17,120㎡

金沢ヘリポート緑地
35,013㎡

新水際線緑地
8,473㎡

休憩緑地１－Ａ
5,950㎡

３号幹線沿緑地
8,726㎡

緑地面積合計（３号地南側）
75,282㎡

緑地に集う釣り人

南側水際線緑地
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【鶴見地区・神奈川地区】土地利用の現状について

○鶴見区大黒町から神奈川区恵比須町は昭和初期に埋め立てられ、京浜工業地帯を形成してきた。

○昭和４０年に横浜港内に臨港地区を指定し、港湾の機能の維持と環境保全、安全確保を図ってきた。

恵比須町
S8 埋立

宝町
S11 埋立

大黒町
S11 埋立
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【鶴見地区・神奈川地区】港湾計画と臨港地区

○港湾計画の土地利用計画では港湾を有効かつ適切に利用することができるよう土地利用の区分を

定めている。

○港湾計画で定める土地利用計画に沿った利用形態に誘導するためには臨港地区における分区指定

が必要。

土地利用区分
（港湾計画）

臨港地区の分区 主な用途

港湾関連用地 商港区 保管施設、事務所等

工業用地 工業港区
工場、保管施設、

研究施設等

港湾計画の土地利用区分と臨港地区の分区（例）
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NS

W

E

横浜港臨港地区の分区指定状況

商 港 区 1,085.9ha

工 業 港 区 1,692.3ha

マリーナ港区 4.2ha

修景厚生港区 87.7ha

分区指定なし 66.7ha 23



【鶴見地区・神奈川地区】臨港地区の分区指定状況

○鶴見地区、神奈川地区（恵比須町・宝町）では、大部分を工業港区としているが、一部商港区が

存在する。

鶴見地区
（大黒町）

神奈川地区
（恵比須町・宝町）

24

商 港 区

工 業 港 区



横浜港臨港地区の分区の変更（商港区→工業港区）

神奈川地区
（恵比須町）

神奈川地区
（恵比須町）

鶴見地区
（大黒町）

鶴見地区
（大黒町）

○鶴見地区（大黒町）、神奈川地区（恵比須町）の２地区において、立地企業が塗料や潤滑油の原料

となる輸出入品の貯蔵需要に応えるため、保管施設の改修・増床を計画している。

○これを機に、周辺の土地利用との整合を図るため、２地区について、商港区から工業港区への分区

変更を行う。
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商 港 区

工 業 港 区

商 港 区

工 業 港 区



NS

W

E

横浜港臨港地区の分区の変更

商 港 区 1,085.9ha→1,076.1ha

工 業 港 区 1,692.3ha→1,702.1ha

マリーナ港区 4.2ha

修景厚生港区 87.7ha

分区指定なし 66.7ha 26



港湾計画の変更内容

工業用地
4.8ha工業用地

5.0ha

土地利用計画

港湾関連用地→工業用地 [既設の変更計画]

土地利用計画

港湾関連用地→工業用地 [既設の変更計画]

27



【議題３】

令和元年度港湾環境整備負担金

の負担対象工事の指定
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諮問書（写）
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２ 施設の特徴

１階のＣＩＱ施設（Ｃｕｓｔｏｍｓ（税関）,Immigration（出入国管理）,Quarantine（検疫））を中心に
１～２階は飲食店など、３～５階はホテルとなっています。乗船までの待ち時間やクルーの滞
在時間をよりお楽しみいただけます。

資料：新港ふ頭客船ターミナル株式会社より提供

１ 施設の概要

所 在：横浜市中区新港二丁目14番１
階 数：地上５階 Ｓ造
延床面積：約30,000㎡
ＣＩＱ 施設：約4,200 ㎡（１階）

【客船ターミナル】

【岸壁】
延 長 ： 340 m      水 深 ： 9.5 m

11月4日（月・休）に客船「ダイヤモンド・
プリンセス」が第一船として寄港

３ 令和元年度港湾環境整備負担金対象工事の例
（１）港湾環境整備施設の建設・改良の工事
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ハンマーヘッドパーク
施設案内図
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新港ターミナル
平面図
岸壁、パーク、６－２、7街区入り

CIQ

Cruise Ship

至 横浜

マリン
＆

ウォーク

至 大さん橋

クルーズ客船 LOA = 290m

至 インターコンチネンタルホテル
パシフィコ横浜

カップヌードル
ミュージアムパ

ーク

バス 約30台

バス 約70台
一般車 約70台

（ドライブ＆クルーズ）

岸壁延長 340ｍ 水深：9.5ｍ

新港ふ頭
客船ターミナル

ハンマーヘッドパーク

至 馬車道駅
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ハンマーヘッドパーク
施設概要 ハンマーヘッドクレーンライトアップ

ハンマーヘッドパークは、新港ふ頭客船ターミナルに隣接し、近代産業遺産であるハンマーヘッドクレー
ンを有する開放的な広場空間として整備を行っており、令和２年度の工事完了を予定しています。広場
は客船寄港時の歓送演奏をはじめ、多目的なイベント広場として使用します。また、災害時には防災拠
点として緊急物資を受入れ荷捌き地として使用します。

ハンマーヘッドパーク
完成予想パース

ハンマーヘッド
パーク
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令和元年11月現在
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赤レンガパーク内 ベンチ補修

（２）港湾環境整備施設の維持の工事

(施工前)

補修箇所

(施工後)

補修箇所

(位置図)

赤レンガパーク

新港ふ頭
客船ターミナル
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（３）港湾における漂流物の除去その他の清掃のための工事

海面清掃業務




